
【全国米麦改良協会会長賞】

集団の部

岐阜県大垣市

平営農組合

組合長 川合 義晴
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１ 地域の概要 

平営農組合のある大垣市は、岐阜県の南西部、濃尾平野の西の端に位置し、

平成 18 年 3 月 27 日の市町合併により誕生した大垣地区（旧大垣市）、上石津地

区（旧上石津町）、墨俣地区（旧墨俣町）の飛び地三地区からなる総面積 206.57k
㎡の市である。

大垣市は岐阜市に次ぐ人口を有し、西濃地域の中でも最も都市化が進んでい

る。また、都市部、工業地域、農業地域等が混在した地域があり、農業を取り

巻く状況は恵まれているわけではない。

大垣地区（旧大垣市）は東に揖斐川が流れ、木曽三川によって培われた肥沃

な耕地を有する地帯であるが、平均海抜 4m の低湿地であり、西南濃特有の輪

中堤に囲まれた場所で、北西部から南部にかけてなだらかに傾斜した平坦地域

である。水田農業の基盤である水田面積は約 2,770ha（平成 27 年耕地面積調査）

で、水稲をはじめ麦、大豆等の作物が作付けられており、総農家数は 2,923 戸

（2015 年農林業センサス）となってる。 
また、大垣地区の耕地については、土地改良事業の施工時期が早く（昭和 53

年完了）、用排水の分離が行われている水田は全面積の 30％程度ということに加

え、低湿地であることから、降雨の際の自然排水が難しく、畑作物の作付けが

困難な状況となっている。

このような大垣地区農業の現状の中で、平営農組合が活動している地域は、

用水のパイプライン化、暗渠排水等の水利設備が整備された数少ない場所であ

り、小麦や大豆等畑作物を栽培する条件が整った農地となっている。

図１．大垣市と平営農組合の運営する地域の位置関係 
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２ 集団の概要及び経営内容 

（１） 設立の経緯

 平営農組合は、大垣市平地域で主に水田農業の担い手として活動している集

落営農組織である。設立の契機となったのは、平成 17年 3月に「食料・農業・

農村基本計画」が閣議決定されたことが一つにある。基本計画には、経営安定

対策の対象担い手の一つに集落を基礎とした営農組織とあり、それらの制度策

定を受け、平成 19 年１月 1 日に設立された。組織の目的は、「平町地域の農業

の担い手として地区の農作業の受託と共同化を進め、効率的な農業経営の実現

と農地の利用集積を図ること」である。設立時から、稲、麦、大豆、ひまわり

を栽培していた。

（２） 経営規模

 H29年度では、水稲 25.5ha（飼料用米 7.6ha含む）、小麦 13.0ha、大豆 5.7ha、

景観ひまわり 2.2ha等があり、総受託面積は 40.0haほどとなっている。設立時

の総受託面積は、24ha ほどであったので、現在は設立時の約 2 倍の経営面積と

なっている。 

図２．平成 29年産のほ場図 



（３） 組織及び構成

平営農組合は、組合長、作業長を中心として活動している。農繁期において

は、その他 8 名程度で作業を行い、平地区の農地を守っている。また、大垣市

営農組織連絡協議会の一員であり、大垣市農業再生協議会などとの連携をとり

ながら、活動をしている。 

組合長である川合義晴氏は、規模の拡大を行いながら、地域からの信頼を大

切にして営農活動を行うようにしている。実際に集落内の意見に対して、迅速

に改善対応を行ったり、活動地域で条件の悪いほ場（建物等により排水条件が

悪い等）を当組合で受け持ったりする等、地域からの目（評価）を大切にして

いる。また、規模拡大に向けては、水稲―麦―大豆の 2 年 3 作ブロックローテ

ーションを行うことで作業分散につなげたり、水田では灌水直播・乾田直播の

省力化技術の実践を行い、安定的かつ効率的な農業を行うようにしている。大

垣市川並地区農事改良組合長会会長、ＪＡにしみの川並支部長、農地利用最適

化推進委員を兼務しており、今後も当組合の発展、地域農業振興に尽力されて

いる。

図３．平営農組合組織図 
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（４） 景観ひまわり、景観コスモスの栽培

大垣市役所の協力のもと、組織の設立時から景観作物の「ひまわり」、「コス

モス」を合わせて約 2ha 栽培している。かつて大垣市では、そのほかの営農組

織もひまわり栽培を行っていたが、継続して栽培しているのは、平営農組合を

含めて 2 組織しかない。特に平営農組合が活動している地区では、東海道新幹

線が通過していることもあり、ひまわりと東海道新幹線やドクターイエローと

の写真撮影の為に観光客が訪れている。その為、ひまわりの開花時期である 8

月中旬から 9 月初旬の間は、平営農組合が交通整理等を行っている。また、写

真撮影者の一部には、ひまわりの播種から開花までの生育、その後の刈り倒し

迄の記録を毎年写真に収めに来る人もいる。そのようなこともあり、経費が多

少かかっても、訪れる人々の期待に応えるためひまわり、コスモスの栽培を続

けている。

３ 麦作経営の概要 

（１） 麦作ほ場の輪作体系

平営農組合では、稲－麦―大豆の 2年 3作のブロックローテーションのほか、

各景観作物の作付け後に小麦を作付ける体系がある。各景観作物を作付け後の

小麦体系は、毎年同一ほ場に作付けられている。

（２） 栽培上の特徴

平成 29 年の小麦は 13.0ha で作付けをしており、適期播種、栽培暦に基づい

た施肥管理、赤かび病予防の為の適期防除等の基本技術を実践している。栽培

暦に関しては、JA にしみのが作成しており、各小麦生産者の経営規模に応じた

生産資材必要数量の目安や、前年度の小麦の品質や過去 3 年間の収量実績に関

するデータが掲載されており、そのデータを参考にして活動している。また、

ただ各作業を行っていくだけでなく、各ほ場で作業をする前にそれぞれのほ場

の前年までの排水状況の確認を行い、排水状況の悪いほ場であれば明渠排水の

間隔を狭くして排水対策の徹底を行う。追肥作業に関してはほ場を荒らしてし

まわないように、乗用管理機ではなく手作業で行うという工夫がされている。

追肥を手作業で行うことで、ほ場内での生育ムラを均平化することにも役立っ

ている。

また、ほ場選択においてもほ場ごとの条件を見極め、条件不利ほ場は「水稲」、

畑作物に条件の良いほ場は、「小麦」、「大豆」を選択するようにしている。



（３） 栽培品種の単収と品質

平営農組合が栽培していた品種は、「農林 号」（一部実証ほとして「さとの

そら」を先行導入）であったが、平成 年産より にしみの大垣地域で、全

面「さとのそら」に切り替えられたことにより、小麦品種は「さとのそら」の

みとなった。本年度産は、平営農組合での単収は となり、岐阜県平

均単収 、大垣市平均単収 よりも多い生産量となっている。

過去の収量の推移をみても県平均単収、大垣市平均単収を上回る数値となって

おり、確実な生産がされていたことがわかる。

品種 作付面積 収量 上位品質割合 品質分析結果

さとのそら 1304a 
420 ㎏ 
(312 ㎏) 

97.8％ 
（92.7％） 

たんぱく質        9.7％ 
灰分   1.58％ 
容積重     862g/ℓ 
フォーリングナンバー  403

表１．平成 年産の小麦の収量と品質

作付年度 品種 作付面積 収量 上位品質割合

年前

年産

農林 号
㎏

㎏

％

（ ％）

さとのそら
㎏

㎏

％

（ ％）

年前

年産

農林 号
㎏

㎏

％

（ ％）

さとのそら
㎏

㎏

％

（ ％）

前 年

年産

農林 号
㎏

㎏

％

（ ％）

さとのそら
㎏

㎏

％

（ ％）

表２．過去の小麦の収量

注）収量、上位品質割合の上段は平営農組合実績、下段は県平均実績。

注）収量、上位品質割合の上段は平営農組合実績、下段は県平均実績。



（３） 栽培品種の単収と品質

平営農組合が栽培していた品種は、「農林 号」（一部実証ほとして「さとの

そら」を先行導入）であったが、平成 年産より にしみの大垣地域で、全

面「さとのそら」に切り替えられたことにより、小麦品種は「さとのそら」の

みとなった。本年度産は、平営農組合での単収は となり、岐阜県平

均単収 、大垣市平均単収 よりも多い生産量となっている。

過去の収量の推移をみても県平均単収、大垣市平均単収を上回る数値となって

おり、確実な生産がされていたことがわかる。

品種 作付面積 収量 上位品質割合 品質分析結果

さとのそら 1304a
420 ㎏

(312 ㎏)
97.8％
（92.7％）

たんぱく質 9.7％
灰分 1.58％
容積重 862g/ℓ
フォーリングナンバー 403 

表１．平成 年産の小麦の収量と品質

作付年度 品種 作付面積 収量 上位品質割合

年前

年産

農林 号
㎏

㎏

％

（ ％）

さとのそら
㎏

㎏

％

（ ％）

年前

年産

農林 号
㎏

㎏

％

（ ％）

さとのそら
㎏

㎏

％

（ ％）

前 年

年産

農林 号
㎏

㎏

％

（ ％）

さとのそら
㎏

㎏

％

（ ％）

表２．過去の小麦の収量

注）収量、上位品質割合の上段は平営農組合実績、下段は県平均実績。

注）収量、上位品質割合の上段は平営農組合実績、下段は県平均実績。

４  収量の向上、品質改善

栽培上の特徴でも記述があるが、平地区は水利が整った地域ではあるが、排

水対策の徹底や適期播種等の基本的な技術の確実な実践を行い、収量の向上を

図った。

実際に「さとのそら」の収量は、前年度実績  ㎏  であったが、今年度

は  ㎏  となっており、県平均単収  ㎏ （平成  年産）、大垣市平

均単収  ㎏ （平成  年産）を上回る水準となっている。

品質改善に向けては、種子の更新を毎年実行し、品質向上を目指している。

平成  年産の  等比率は ％となっている（岐阜県全体平均 98.9％）。 

５  労働時間に関して

  あたりの作業時間に関しては、農地の集積・団地化や高性能農業機械の導
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７  小麦の収益性

平成  年産における小麦の  あたりの収益は表のとおりとなっている。組

合長は、前職の経験（労働管理）のノウハウを生かして、各作業者の作業内容、

労働時間の記録を確実にとり、前年実績との比較を行い、労働費が無駄に増大

しないように気を付けている。また、トラクター使用に際の適正な使用ができ

るように各トラクターにエンジン回転数等の適正表が設定されており、燃料代

の削減につなげるようにしている。このようなコスト削減に向けた努力により、

所得率は ％となっている。



表３．10a あたりの作業時間

10a当たり概算

粗 収 益 102，282円 

経 営 費 50,819円

所    得
（所得率 50.3％）

51,463円 

表４．10a あたりの収益 

作業名 機械名 労働時間（分）

石灰、肥料散布 ブロードキャスター 30 
溝きり 溝切機 45 

種子の準備 コーティングマシーン 15 
耕起

播種機 60 
整地

播種

覆土

除草剤散布 乗用管理機 5 
追肥 手播き 24 
防除 乗用管理機 30 

刈取、脱穀 4 条コンバイン 30 
運搬 2ｔトラック 30 
乾燥

農協カントリー - 
調製、包装

合計

269 

4.48 時間 

注） 

・農業経営全体に含まれる水稲、大豆の粗収益、経営費は、H29

年産のデータ把握が困難なため、前年の平成 28 年産のデータを

計上。 

・小麦の荷受け単価は、平成 27年度実績を使用

８ 今後の麦作への取り組み

（１） 今後の作付計画

平営農組合は、前年度からの収量の増加と共に面積の拡大も行い、小麦作へ

意欲的に取り組んでいることがうかがえる。平成 年産は であった面

積が、平成 年産には へと面積拡大を行うこととしており、更なる収益

の増加が見込まれる。

（２） 収量安定に向けて

年度産から にしみの大垣区域では、「農林 号」から「さとのそら」へ

品種切り替えが行われた。平営農組合では、他より先行して「さとのそら」実

証栽培を行ってきた経験があり、全面切り替えが行われた年の にしみの大垣

区域の「さとのそら」平均収量 ㎏ より多くなった。しかし、平営農組

合では年度ごとの収量の変化が 俵前後で起きている為、今後は、毎年 俵前

後で収穫できるように、基本的栽培技術の確実な実行を行うこと、建物等によ

り排水条件の悪い土地では、排水対策を徹底し、収量の安定へつなげていきた

いと考えている。

９ その他特記事項

今現在、平営農組合は集落営農組織であり、法人化されていない。川合組合

長は、今後組織を法人化し、経営の安定へつなげていきたいと考えている。

（執筆者：岐阜県西濃農林事務所農業普及課 吉田 健吾）
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